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システムOAにおけるワークステーション
WorkstationsforSYStemizedOA

オフィス業務の効率向上を目白勺として,パーソナルコンピュータやワードプ

ロセッサに代表されるOA機器が導入され,オフィスのOA化が進められている｡

しかし,このような部門ごとのOA化では,一般にデータ,プログラム,文書な

どの部門間の流通や共通化などが困難であり,またホストコンピュータに蓄え

られたデータや文書を取り扱う場合には直接処理することが不可能であるなど

の問題点が顕在化してきた｡

この間題点を解決するため,いわゆるシステムOAが必要とされるようになっ

てきた｡システムOAは,従来のOA機能に加えて,ワークステーション(パーソ

ナルコンピュータ,オンライン端末などを含む｡)のホストコンピュータへの接

続やワークステーションの相互接続により,企業の情報システム全体との連携

を取r)ながらOA化を図るものである｡

日立クリエイティブワークステーション2050,日立パーソナルワークステー

ション2020及び日立パーソナルコンピュータB16シリーズでは,従来のOA機能

の強化とともに,システムOA関連の機能強化を行った｡またオンライン端末と

しては,エルゴノミクス対応の新モデルHT-4411ディスプレイステーションを

追加した｡

山 緒 言

企業でのオフィス業務の質及び生産性を向上するため,OA

(OfficeAutomation)化が急速に進んでいるが,独立のOA機

器をそれぞれの部門で独自に導入する従来の方法では,OAが

オフィスの個人あるいは単一部門を対象としたものから複数

部門,更には企業全体を対象としたものに発展するにつれ種々

の問題点が顕在化してきている｡例えば,データ,プログラ

ム,文書などの情報資源が部門間で十分に流通せず,本来な

らば共通に利用できるデータを各部門で重複してパーソナル

コンピュータに入力したり,その企業全体の情報システムの

情報資源を直接利用することができず,ホストコンピュータ

から出力された帳票を見ながら,パーソナルコンピュータに

入力し直すことが必要であるというような問題点が挙げられ

る｡また,オフィスでは様々なレベルの意思決定が行われる

が,ここで決定された事項を企業全体の情報システムに反映

させるために,改めてホストコンピュータに事務作業指示と

して入力しなければならないというような問題点も残されて

いる｡

以上のような問題点を解決するために,従来のOA機能に加

えて,パーソナルコンピュータやオンライン端末などのOA機

器をホストコンピュータに接続し,企業全体の情報システム
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の情報資源を直接利用可能とすることや,OA機器を相互に接

続し各部門の情報資源の直接流通を可能とすることなどが必

要となってきた｡

このように,OAを単にオフィス業務の問題としてだけでな

く企業の情報処理活動全体の問題としてとらえ,企業全体の

業務の質及び生産性の向上を目的とするOAをシステムOAと

呼んでいる｡

システムOAでは広範囲の人々が直接使いこなせるような良

好なマンマシンインタフェースを持つワークステーションが

必要である｡一般にワークステーションと呼ばれるものは,

単独のパーソナルコンピュータの機能を包含し,更にホスト

コンピュータと結合し連携してOA処理を行う機能を持つ製品

のことであるが,インテリジュント機能を持たないオンライ

ン端末やオンライン端末のエミュレータ機能を持つパーソナ

ルコンピュータも,ホストコンピュータで集中処理を行う形

態のシステムOAではワークステーションとして使用されてい

る｡

本稿では,これらの製品を捻称してワークステーションと呼

び,その製品概要及び関連製品の概要について紹介する｡
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注:略語説明 2001CS(Hト2001コミュニケーションステーション),4001TCE(Hト4001ターミナルコントローラ),DDX(Dig-talDataExchange)

BYMPX(バイトマルチプレクサチャネル),BJMPX(ブロックマルチ7Dレクサチャネル)

図l システムOAにおけるワークステーションの構成例 HITAC Mシリーズをホストコンピュータとする比較的大規模の構成例を示す｡
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白 システムOAにおけるワークステーションの

種類と接続形態

システムOAでのワークステーションとしては,ワークステ

ーション側で独立に実行可能なOA機能を持つ日立クリエイテ

ィブワークステーション2050(以下,2050と略す｡)1),日立パ

ーソナルワークステーション2020(以下,2020と略す｡)2)及び

日立パーソナルコンピュータB16シリーズ(以下,B16シリー

ズと略す｡)3)と,独立したOA機能を持たないオンライン端末

のT-560/20ビデオデータシステム(以下,560/20と略す｡)が

ある｡

システムOAのホストコンピュータとしては,HITAC Mシ

リーズ又はL-400シリーズが使用される｡ホストコンピュータ

及びワークステーションの種類によって種々の異なった接続

形態をとることが可能である｡ワークステーションをホスト

コンピュータと接続する形態として次の3種がある｡

(1)専用サービス網,加入電話サービス綱又はDDX(Digital

DataExchange)などの網に直接接続する｡

(2)複数のワークステーションをHT-4001ターミナルコント

ローラ(以下,4001TCEと略す｡)に接続しクラスタ構成として,

ホストコンピュータと接続する｡

(3)複数のワークステーションでネットワークを構成し,こ

のネットワークとホストコンピュータ間の通信機能を受け持

つHT-2001コミュニケーションステーション(以下,2001CS

と略す｡)を経由してホストコンピュータと接続する｡

4001TCEには2050,2020,B16シリーズ及び560/20などを同

軸ケーブルを介して合計31台まで接続可能である｡ホストコ

ンピュータとは回線接続のほかにバイトマルチプレクサチャ

ネルへの直接接続が可能である｡

2001CSは複数の2050とともにネットワークを構成し,ネッ

トワークの管理機能と,ホストコンピュータとの通信機能を

受け持つ制御装置として新たに開発された製品である｡2001

CSには最大32台の2050が同軸ケーブルによって接続され,ネ

ットワークを構成する｡

ホストコンピュータとしてHITAC Mシリーズを使用した

システムOAでのワークステーションの接続形態の例を図=に

示す｡同図は比較的大規模の構成例であるが,HITAC Mシ

リーズのうちM-220プロセッサグループとHITAC L-400シリ

ーズでは,ホストコンピュータ内蔵形のターミナルコントロ

ーラを使用することにより小規模なシステムを容易に構成す

ることができる｡

同 主要ワークステーションとその関連製品の概要

2050,2020及びB16シリーズはいずれもエルゴノミクス対応

のデザインを採用しており,人と機器とオフィスの調和を目

指し,使いやすさ,見やすさ,省スペースなどを実現してい

る｡

560/20は従来からのオンライン端末の製品シリーズである｡

この製品シリーズのうち,HT-4411ディスプレイステーショ

ン(以下,4411と略す｡)は,2050や2020などと共通のエルゴノ

ミクス技術を使用して新しく開発された製品である｡
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これらのワークステーションのエルゴノミクス対応の主要

項目は次のとおりである｡

(1)表示装置に左右･上下の角度調整が可能なチルト スイー

ベル機構を採用した｡

(2)表示機能を向上させたCRT(CathodeRayTube)の採用

によってちらつきを防止した｡

(3)見やすいデザインの文字フォントを採用した｡

(4)CRT表面に作業者や作業者の背景が映り,表示が見にく

くなるのを防止するため,反射防止処理を施したCRTを採用

した｡

(5)薄形のキーボードを採用した｡

これらのエルゴノミクス対応のデザインをしたワークステ

ーションの外観を図2に示す｡

以下に2050,2020,B16シリーズ,4411及びこれらの関連製

品として4001TCEと2001CSの概要について述べる｡

3.1日立クリエイティブワークステーション2050

2050はUNIX※1)をベースにしたオペレーティングシステム

HトUXを用いた高機能ワークステーションである｡

2050の主な基本機能を2020及びB16シリーズの主な基本機

能とともに表1に示す｡

2050のハードウェアの主な特徴は次のとおりである｡

(1)68010マイクロプロセッサと専用に開発したMMU(Memory

ManagementUnit)によって16Mバイトの仮想記憶空間をサ

ポートし高速処理を可能としている｡

(2)表示方式としてフルビットマップ方式※2)を採用したため,

トソト単位に画面の任意の位置へ文字,図形,けい線,画像

などが配置できる｡

(3)専用に開発したビットマップ70ロセッサ削)を装備してい

るため,文字フォントの展開,図形や画像などの表示や移動

などが高速に処理できる｡

(4)68010とビットマップ70ロセッサは,メモリを共有するマ

ルチプロセッサとして動作させるため,互いに独立に高速処

理が可能である｡

(5)メモリは2Mバイトを標準装置し,最大4Mバイトまで

増設可能である｡

(6)20Mバイト,40Mバイト又は65Mバイトのハードディス

ク装置1台をシステム装置内部に標準装備し,外部に2台ま

で増設可能であるので最大195Mバイトまで拡張することがで

きる｡

2050のソフトウェアの大きな特徴は,文章,表,グラフ,

図,画像などが混在した文書,すなわちマルチメディア文書

を統合的に取扱い可能としていることである｡このために,

※1)UNIXは,米国AT&T社ベル研究所が開発したオペレーテ

ィングシステムの名称である｡

※2)フルビットマップ方式とは,画面上の全ドットに1対1で対

応するメモリ(ビットマップメモリ)を設け,文字,図形,画

像などすべての表示情報をドット単位にビットマップメモリ

上に展開して表示を行う方式である｡

※3)ビットマッププロセッサとは,文字の展開や展開された表示

情報の移動,拡大,縮小,回転など,ビットマッ70メモリ上

でのビット処理を高速に行う専用のプロセッサである｡
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図2 ワークステーションの外観 日立クリエイティブワークステーション2050の例を示す｡日立パーソナルワ

ークステーション2020,日立パーソナルコンピュータB16シリーズ,HT-4411ディスプレイステーションなどとも,共

通のエルゴノミクス技術によってデザインされている｡

マルチメディア文書を統一的に蓄える文書データベースを設

け,各アプリケーションから共通な方法でアクセスする構造

としている｡

2050はこのほかに最大15個の複数業務を同一画面に表示で

きるマルチウインドウ機能,最大64本の複数の業務を同時に

処理するマルチタスク機能,ホストコンピュータ側の最大4

本のアプリケーションプログラムと同時に通信することを可

能とするマルチセション機能などの特徴を持つ｡これらの機

能を生かしながら操作の容易性を実現するため,｢電子机+に

よる仮想事務環境が用意されている｡この仮想事務環境では,

視覚を通した直感力,認識能力,習熟力などを有効に活用す

るために,｢バインダ+,｢文書+などをアイコン(絵文字)とし

て画面上に表示する｡利用者はそのアイコンを用いて｢バイ

ンダ+を｢開く+ことにより｢文書+を取り出すことができ

るなど,ソフトウェアの知識を持たな〈ても答易に2050を取

り扱うことができる｡

2050のソフトウェアを特徴づける主要項目について以下に

述べる｡

(1)HトUX

HトUXは,高機能ワークステーションの実現に不可欠なマ

ルチユーザー機能やマルチプロセス機能などを備えている

UNIXをベースにして開発したオペレーティングシステムであ

る｡UNIXの基本機能に加えて独自の機能拡張を行っている｡

仮想記憶管理は,各プロセスが同一の大きな仮想空間(4Mバ

イト)を使用して動作するよう管理する方式で,ページサイズ

4kバイトのオンデマンド方式である｡

(2)マルチウインドウ制御

表示画面上の任意の位置に任意の大きさのエリアを取l),

20

そこに文書やファイルの内容などを表示することができる｡

このエリアをウインドウと呼び,2050では最高15個までのウ

インドウを同時に表示することができる｡このマルチウイン

ドウの利点は次のとおりである｡

(a)複数のデータを同時に参照しながら作業できる｡

(b)複数の作業を同時に進めながら実行過程を監視できる｡

(c)実行中の作業を停止させることなく新たに必要となっ

た作業を行える｡

(d)ウインドウを越えてデータのコピー(データ交換)が可

能であり,文書作成が容易である｡

(3) ミドルソフトウェア

オペレーティングシステムとアプリケーションソフトウェ

アの中間に位置するソフトウェアである｡ワークステーショ

ン用データ処理と操作環境を実現するための機能集合であり,

システム共通サブルーチン及び応用ソフトウェアとして作ら

れている｡

ミドルソフトウェアの構成と機能を表2に示す｡

(4)OFIS-EV(Office Automation andIntelligence

SupportSoftware-Exce11entView)シリーズ

OFIS-EVシリーズは,2020,B16シリーズ及び従来からの

製品であるT-560/20パーソナルステーションなどで使用され

ているOFIS(Office Automation andIntelligence Support

Software)シリーズに機能改善,操作性向上などを図ったOA

用の稔合ソフトウェアであり,統一した体系の中でOA用の機

能を実現したものである｡OFIS-EVシリーズの中核となる

OFIS/DESK-EVの管理下で統合化を行っている｡

OFIS-EVシリーズの構成と機能を表3に,またOFIS-EVシ

リーズによるマルチメディア処理の概念を図3に示す｡
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表l各ワークステーションの主な基本機能 日立クリエイティブワークステーション2050,日立パーソナルワークステーション2020及び日

立パーソナルコンピュータB柑シリーズのうちB16MX一ⅠⅠの基本機能の主要項目を示す｡

項 目 2050 2020 B16MX-ⅠⅠ

ノヽ

】

ド

ウ

エ

ア

ソ

フ

ト

ウ

エ

ア

主

主 プ ロ セ ッ サ 68010 80286 80286

演 算 プ ロ セ ッ サ モデルにより80287を装備 モデルにより80287を装備

ビットマッププロセッサ 専用プロセッサを標準装備

メ モ リ 容 量 2Mバイト,3Mバイト,4Mバイト 1Mバイト(RAMディスクl.5Mバイト) 1Mバイト(RAMディスク1Mバイト)

仮 想 記 憶 容 量 16Mバイト

表示機能

C R T 15in･12inカラー及びモノクローム 15inカラー及びモノクローム 川jnカラー,12inモノクローム

解 像 度(ドット) l′120×788,720×520 l′120×780 640×494

漢字ド ット構成 24×24,16×1郎昆在表示可能 24×24 16×16

カラーでの表示色の種類 512色(地の色を含む｡)中同時16色 8色(他の色を含む｡) 16色(地の色を含む｡)
表 示 方 式 フルビットマップ方式 ビットマップ(グラフィック)＋CG方式 ビットマップ(グラフィック)＋CG方式

ビットマップ処理 専用ビットマッププロセッサによる｡ ACRTCによる｡ 主プロセッサのソフトウェアによる｡

ファイル

FDシステム FD(5in) 2台 FD(5in) 2台
内蔵ディスクシステム FD(3.5in又は5in) l台 FD(5in) l台 FD(5in) l台

ディスク(20,40又は65Mバイト)l台 ディスク(20又は40Mバイト)l台 ディスク(20又は40Mバイト)l台

外 部 増 設
FD(3.5れ5in又は掛∩) 最大2台

ディスク(20,40又は65Mバイト)最大2台

デイス,(2｡,｡｡又は65Mバイト)霊宝子吉琵琵三二;三:∴ト,最大.台
FD(3･5in,5in又は8in) 霊宝:宝

通信機能

オペレーティングシステム

多重処王里

マルチウインドウ

2001CS接続2Mビット/秒

4001TCE接続IMビット/秒

専用サービス及び構内回線l′200-

9′600ビット/秒

加入電話サービスし200～

2′40日ビット/秒

DDX(パケット交換)2′400～

9′600ビット/秒

Hl-UX(UNlX*)

64本

15(重ね合わせ自由)

400什CE接続 IMビット/秒
専用サービス及び構内回線 l,200へ 4001TCE接続 =uビット/秒

9.600ビット/秒 専用サービス及び構内回線l′200～

加入電話サービス 300～ 9′600ビット/秒

2.400ビット/秒 加入電話サービス 300～

DDX(パケット交換,回線交換)2′400～ 2,400ビット/秒

9.600ビット/秒

HトMOS(MS-DOS**) MDOS(MS-DOS)

MS-DOS下l本,COBOLl本,

4本琵壬芋崇琵器3稚諾ごノ浣｡㌫;芸)刷l本の計4本

2(画面分妻病式)
マ ル チ ユ ー ザ ー

可(ユーザーごとに操作環境設定) 不可(システム固有の環境設定) 不可(システム固有の環境設定)

マルチメディア管理

仮想事務環境

要付加機構

あり(文書データベース)

あり(OFIS/DESK-EV)
机上面,引き出L,バインダ,時計,

カレンダ,ごみ箱など

ワイヤドットインパクトプリンタ,

熱転写カラープリンタ,イメージスキ

ヤナ,デバイス形OCR,マウス,磁気
カードリーダ,lCカードリーグ･ラ

イタなど｡

なL なし

なL なし

ワイヤドットインパクトプリンタ,ワイヤドットインパクトプリンタ.

熱転写プリンタ,イメージスキャナ,熱転写プリンタ,イメージスキャナ,

デバイス形OCR,マウス,磁気カー マウス,カセットストリーマ,ハン
ドリーダ,lCカードリーグ･ライタ,テイクーミナル,パーソナルコンビ

バーコードリーダ,OCRハンドリー ユータ通信アダプタ,音響カブラ,

-ダなど｡ 拡張インタフェースコンポなど｡

注:略語説明ほか

RAM(Random Access Memory)

CRT(Cathode Ray Tube)

CG(Characler Generator)

ACRTC(Advanced CRT Controller)

FD(F10PPy Disc)

OCR(光学式文字読取り装置)

システムOAのワークステーションとして2050をホストコン

ピュータへ接続する場合,2001CS又は4001TCEを経由する形

態と専用サービス網,加入電話サービス網,DDXパケットサ

ービス網又はこれらと等価の網に直接接続する形態がある｡
3.2 日立パーソナルワークステーション2020

2020はデュアルジョブ及びマルチタスク処理可能なオペレ

ーティングシステムHトMOS(HitachiMultiple
Operating

System)を用いたワークステーションである｡HトMOSはMS-

DOS粁4)を内蔵している｡従来からの製品であるT-560/20パ

ーソナルステーション及び日立パーソナルターミナルPT-1/

※4)MS-DOSは,米国マイクロソフト社の商標である｡

* UNlXは,米国AT&T社ベル研究所が開発Lたオペレーティングシ

ステムの名称である｡

** MS-DOSは,米国マイクロソフト社の商標である｡

EXとの整合性や移行性についても十分考慮されている｡2020

の主な基本機能は表lに示すとおりである｡

2020のハードウェアの主な特徴は次のとおりである｡

(1)80286マイクロプロセッサを採用し高速処理を可能として

いる｡

(2)グラフィック制御に関して独自に開発したACRTC(Ad-

VanCedCathodeRayTubeController)を採用し,高い表示

性能を得ている｡

(3)1Mバイトのメモリのほかに,1Mバイトの容量を持つ

RAM(RandomAccessMemory)ディスクも用意し,ディス

クやフロッピーディスクの代わりにワークファイルなどとし

て利用することによって,ファイル処理の性能向上を可能と

している｡
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表2 ミドルソフトウェアの構成と機能 ミドルソフトウェアは,

オペレーティングシステムとアプリケーションソフトウェアとの中間に

位置するはん(汎)用パッケージ群であり,アプリケーションプログラム

の統合化実現に大きな役割を果たす｡

構 成 要 素 主 な 機 能

文 書 デ ー タ ベ ー

ス
マルチメディア文書の編集や加工など

のアクセス法を持つデータベース

リレーショナルデータベース
表イメージで編集や検索などのアクセ

ス法を持つデータベース

レコード形ファイル管王里
レコード形式のデータヘのアクセス法

を持つマルチキーISAM

ビ ジ ュ ア ル シ ェ ル

アイコン(絵文字)を画面上に表示し,

マウスでピックされたアイコンに対応
して決められているコマンド群を起動

する｡

通 信 管 理
ホストコンピュータとのデータ送受信

を行うインタフェースを持つ｡

OFIS/DESK-EV

OFIS-EVシリーズに属L,OFIS/EVシ

リーズの管理機能を持つとともに,ア
プリケーションプログラムによって仮

想事務環境を起動できるインタフェー

スを持つ｡

OFIS/+lNK-EV

OFIS-EVシリーズに属L,ホストコン

ピュータとのデータ送受信を行い,そ

の結果によってOFIS/DESK-EVが持

つ機能を自動的に起動することを可能
にする｡

注:略語説明ISAM(索引順アクセス法)

]NIX一般ファイル
交換ファイル(論理データ交換)

表3 0F】S一巨∨シリーズの構成と機能 OFIS-EVシリーズは,そ

の基幹となるOFIS/DESK-EVの管理下で,OA用に必要な諸機能を一貫

した体系の中で実現するものである｡

構成要素 主 な 機 能

OFIS/DESK-EV

OFIS/EVシリーズが動作する事務処理環

境を実現L,OFIS/EVシリーズの中核と

Lて管至里機能を持つ｡*

OFIS/DESK-EV ｢電子机+による仮想事務環境を実現する

拡張ユーティリティ ための小道具(時計,カレンダなど)

OFIS/REPORT-EV マルチメディア文書の処王里
OFIS/TEXT-EV 日本語文書処理

OFIS/SKETCH-EV 作画処理

OFIS/POL-EV 作表処理

OFIS/GRF-EV ビジネスグラフ作成処理

OFIS/lMAGE-EV イメージ情報の編集処理

OF【S/DBS-EV
リレーショナルデータベース利用する簡

易言語*

OFIS/MAIL-EV メーリング支援*

OFIS/FORM-EV
伝票発行などの定形業務アリケーション

作成用の簡易言語*

OFIS/+lNK-EV
ホストコンピュータとのデータ転送(マイ
クロメインフレーム結合)処理

〉王:*

レコード･文字

RDB レコード形ファイル

巨] グラフ

OFIS/
D8S-EV

OFIS/
FORM-EV

OFIS/
POL-EV

OFIS/
GRF-EV

ホストコンピュータ側にあるリレーショナルデータベース,キ

ャビネット プリンタヘもワークステーション側と同様にアク

セス可能である｡

文書データベース

⊂夏至] 図形 画像

OFIS/
REPORT-

EV

OFIS/
TEXT-EV

OFIS/
SKETCH-

EV

OFIS/
lMAGE-EV

OFIS/DESK-EV

ビジュアルシェル

●プログラミング ●RDBの ●伝票発行 ●作表 ●ビジネス ●保管 ●マルチ ●文字列編集 ●作図

･構築 グラフ ●検索 メディア ●作画

･検索 文書の

･更新 ･領域編集

･データ交操

‥切りばり

●画像編集

注:略語説明などRDB(リレショナルデータベース),]AP(ユーザーアプリケーションプログラム)ロ部は論王里画面を示す｡
図3 マルチメディア処理の概念図 文書データベ…スには文字,図形,画像などのデータが統一的に蓄えられている｡OFIS-EVシリーズは,

相互に交換ファイルを経由Lてデータを論理的に交換する｡また任意のアプリケーションプログラムの出力した画面を,OFIS/REPORT-EVで論理

画面から切り出して文書中にはり付けることができる｡
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(4)ディスクシステムでは,10Mバイト,20Mバイト又は40

Mバイトのハードディスク装置1台をシステム装置内部に標

準装備し,外部に20Mバイト,40Mバイト又は65Mバイトの

ものを1台増設可能であるので,最大105Mバイトまで拡張す

ることができる｡

(5)80287演算プロセッサを装備したモデルも用意し,高い数

値演算能力を必要とするアプリケーションにも対応可能とし

ている｡

2020のソフトウェアを特徴づける主要項目について以下に

述べる｡

(1)HI-MOS

HトMOSはMS-DOSを内蔵しており,MS-DOS制御下のア

プリケーションプログラムと,COBOLジョブの同時動作を可

能とするデュアルジョブ機能,デュアルジョブと同時に通信

機能とスプール印刷機能との同時動作を可能とするマルチタ

スク機能,画面分割方式によi)2個の業務を同一画面に表示

できるマルチウインドウ機能などをサポートしている｡

デュアルジョブ,マルチタスク及びマルチウインドウの関

係を図4に示す｡なお,同試ではMS-DOS制御下の70ログラ

ムとCOBOLプログラムによるデュアルジョブの例を示したが,

MS-DOS制御下のプログラムの代わr)にCOBOLプログラムを

実行し,COBOLプログラム2本によるデュアルジョブとする

ことも可能である｡

(2)OFISシリーズ

OFISシリーズはOA用のソフトウェア製品シリーズである｡

従来は作表や作図などのOA用ソフトウェアはそれぞれ単独

で動作し,データの受渡しも単独で行っていた｡したがって,

ウインドウ

実画面

論王里画面
■←--

デュアルジョブ

T-560/20
オンライン

オペレーティング

システム

MS-DOS スプーラ

ー

■
-
-
■
■
■
一
■
■
■
+

OFISシリーズ
又は

+EVELII

COBO+*

フロログラムなど

COBOL

プログラム

マルチタスク

スプール
印刷

____+

注:* L巨VE+ⅠICOBOL(英国マイクロフォーカス社の登録商標)

図4 デュアルジョブ,マルチタスク及びマルチウインドウの関

係 最大2本のジョフ'を含む4本のタスクが同時に動作する｡このう

ちスプール印刷を除く3本のタスクは,それぞれ論理画面を持ち,その

うち任意の二つの論理画面を選択して,マルチウインドウ上に表示する

ことができる｡
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複数のOAソフトウェアを連携させて作業を進めようとした場

合,OAソフトウェアの切替えに時間がかかったり,操作も複

雑になるなどの問題があった｡

2020では,OFIS/MGR(OFIS/Manager)によって複数の

OAソフトウェア間のデータの受渡しや連携動作などを簡単に

行えるようにしている｡OFIS/MGRによるOAソフトウェア

間の連携操作は,キーボードのワンタッチ操作で画面の右上

端部に随時表示されるメニューに従って操作するだけでよく,

極めて容易に実行できる｡

システムOAのワークステーションとして2020をホストコン

ピュータに接続する場合,4001TCEを経由する形態と専用サ

ービス網,加入サービス網,DDXパケットサービス網又はこ

れらと等価の網に直接接続する形態がある｡

3.3 日立パーソナルコンピュータB16シリーズ

B16シリーズはB16SX,B16EX-Ⅱ,B16MX-Ⅱ,B16HX

などから構成されるビジネス用のパーソナルコンピュータの

製品シリーズである｡B16シリーズはオペレーティングシステ

ムとしてMS-DOSを使用している｡またマルチタスク対応の

機種B16MX-Ⅱ,B16HXなどでは,更に独自のマルチタスク

オペレーティングシステムMDOSを使用し,M`s-DOSは

MDOSの下で動作する構造となっている｡B16シリーズのうち

B16MX-Ⅱの主な基本機能を表lに示す｡

B16シリーズのうち,B16MX-Ⅱ,B16HXなどでは,日本

語辞書をROM(ReadOnlyMemory)化したものを装備し,日

本語入力を高速化しているのが大きな特徴である｡また,80287

演算プロセッサを装備したモデルも用意しており高い演算能

力を必要とするアプリケーションにも対応可能である｡

B16シリーズでは,OA用のアプリケーションソフトウェア

のOFISシリーズ,ワードプロセッサ,グラフ･図形作成,デ

ータベース処理,統合ソフトウェアなどのほかに,各種のオ

ンライン形態のシステムに対応できるよう,それぞれの通信

手順に従った通信ソフトウェアを用意している｡

マルチタスク対応の機種ではこれらの通信ソフトウェアは,

MDOSの下でOA用ソフトウェアと同時に実行することができ

る｡なお,MDOSの下では,これに加えてスプール印刷も同

時に実行することが可能である｡

通信ソフトウェアには,各種エミュレータ,ファイル伝送

用プログラム,ローカルエリアネットワーク用プログラムな

どがある｡B16シリーズをシステムOAのワークステーション

として接続する場合は,T-560/20エミュレータを使用する｡

T-560/20エミュレータによるホストコンピュータとの接続

は,4001TCEを経由する形態と専用サービス綱,加入電話サ

ービス綱又はこれらと等価の網に直接接続する形態がある｡
B16シリーズのうちB16MX,B16MX-Ⅱ及びB16HXでは,

ユーザーのアプリケーションプロクラムからT-560/20エミュ

レータを介してホストコンピュータとデータの送受信を行う

ホストアクセス機能もサポートしている｡

B16シリーズでは,必要に応じてMS-NETWORKS郎)によ

※5)MS-NETWORKSは,米国マイクロソフト社の商標である｡

23



518 日立評論 VOL.69 No.6(1987-6)

るローカルエリアネットワークを構成することができる｡こ

れによってネットワークで接続されている共有ファイル及び

共有プリンタを内部のファイル及びプリンタと同一レベルで

利用することができる｡

3.4 HT-4411ディスプレイステーション

4411はオンライン端末シリーズの560/20に属し,特にエル

ゴノミクス対応を考慮して新しく開発された漢字ディスプレ

イ端末である｡従来の漢字ディスプレイ端末との互換性を保

ちながら,小形化による省スペース化と省電力化について大

幅な改善が行われている｡4411は4001TCEを介してクラスタ

構成によりホストコンピュータと接続される｡

4411の主な機能を表4に示す｡

3.5 その他のワークステーション関連製品

4001TCEは2050,2020,B16シリーズ及び4411などを,最大

31台接続可能なクラスタ制御装置である｡ワークステーショ

ンとの接続は同軸ケーブルによって行い,伝送速度は1Mビ

ット/秒である｡ホストコンピュータとは最高9,600ビット/秒の

回線接続又はホストコンピュータのバイトマルチプレクサチャ

ネルへの直接接続が可能である｡2001CSは複数の2050ととも

にネットワークを構成し,ネットワークの管理機能とネット

ワーク外との通信機能とを合わせ持つ制御装置である｡2001

CSには最大32台の2050が接続可能である｡2001CSと2050との

接続は4001TCEの場合と同一規格の同軸ケーブルによる同一

の形態であるが,伝送速度を2Mビット/秒と高速化するとと

もにホストコンピュータの介在なしに複数の2050相互間の自

由な通信を可能とした｡4001TCEの場合と同一規格の同軸ケ

ーブルを採用することにより,4001TCEを使用しているユー

ザーはケーブル設備を変更することなく極めて容易に2001CS

を導入することができる｡

2001CSとホストコンピュータとの接続は最高64kビット/秒

の回線接続又はホストコンピュータのブロックマルチプレク

表4 4411の主な機能 4411は560/20オンライン端末シリーズに属

L,特にエルゴノミクス対応を考慮Lて,新たに開発された漢字ディス

プレイステーションである｡

項 目 仕 様

表

示

機

能

C R T 15inカラー及びモノクローム

表示

文字数

漢 字 40字/行×24行

英･数字,

仮 名
80字/行×24行

ドット

構成

漢 字 24(横)×24(縦)

英･数字,

仮 名
12(横)×24(縦)

カラーでの

表示色の種類
8色(地の色を含む｡)

輝 度 レ ベ ル
無表示,通常輝度,高輝度(モノクローム

の場合)

カ ー

ソ ル

アンダライン,ブリンキングアンダライ

ン,リバースブロック,ブリンキングリ

バースブロックをキーボードから選択｡

その他の表示属性
ブリンク,リバース,けい線,文字拡大

(横2倍,縦2倍又は縦･横2倍)

キ
ー ボ ー

ド
タイプライタ配列,整配列,データエン

トリ配列

通 信 機 能 4001TCE接続1Mビット/′秒

主 要 付 加 機 構
磁気カードリーグ,OCRハンドリーダ,

ライトペン

24

表5 4001TCEと200】CSの主な機能 200】CSは4001TCEと比較L

て,ホスト側及びワークステーション側のいずれも伝送速度を向上して

おり,高速処王里が可能である｡

項 目 480=‾CE 2001CS

接続可能ワークステーショ ン

2050,2020,

l引6シリーズ,

560/20

2050

ワークステー

ション側
インタフェース

接 続 台 数 最大31 最大32

ケ ー ブ ル
同軸ケーブル

(5C2V)
同軸ケーブル

(5C2V)

伝 送 速 度 lMビット/秒 2Mビット/秒

距 離 最大l.500m 最大l′500m

ワークステーション

相 互 通 信
不可 可

ホスト側

インタフェース

チ ャネル接続
バイトマルチ

プレクサチャネル

ブロックマルチ

プレクサチャネル

専用サー ビス

HNA2′400～

9′600ビット/秒
HNA2′400～

19′20ロビット/秒

48k,64kビット′･/秒
又 は構内回線 HSC2′400～

9′600ビット/秒

D D X

HNA2′400～

9′600ビット/秒
HNA2′400～

9,600ビット/秒

48kビット/秒
パケットサービス HSC2′400～

9′600ビット/秒

注:略語説明 HNA(HitachiNetwork Arohitecture)

HSC(HjtachiSynchronous Communication)

サチャネルヘの直接接続を可能とした｡これにより,ネット

ワーク内の相互通信及びネットワーク外との通信のいずれも

高速で処理可能とした｡

4001TCEと2001CSの主な機能を表5に示す｡

田 結 言

個人あるいは単一部門を対象としたOA化の問題点を解決す

るため,ホストコンピュータと連携してOA処理を行うシステ

ムOAの必要性が高まっている｡

本稿ではHITAC Mシリーズ及びL-400シリーズをホストコ

ンピュータとしたシステムOAで使用されるワークステーショ

ンとして,2050,2020,B16シリーズ及び4411について紹介し

た｡また,ワークステーションのクラスタ構成を構築するタ

ーミナルコントローラ及びネットワーク構成を構築するコミ

ュニケーションステーションについて概要を述べた｡

システムOAは今後更に発展し高度化すると考えられる｡こ

れに伴いワークステーションもますます多様化し,更に使い

やすいものが必要になることが予想される｡日立製作所は,

これにこたえるため鋭意努力する考えである｡
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